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　２月２日㈫、佐野八幡宮で恒
例の節分祭が行われました。豆
まきでは、１年の無病息災と新
型コロナウイルス感染症の早期
終息を願いながら、参加者は福
豆を求めていました。

災いのない１年を願い

【特集】未来の新しい街づくり
フォトグラフ
令和３年度 教室・講座の受講生募集
令和３年度の国民年金保険料が決定
3/27㈯・28㈰市役所休日窓口開庁
／下水道供用開始区域拡大
富士山南消防本部 令和２年火災・救
急・救助統計／注意！あなたの土地
が狙われています
新火葬施設の名称は「裾野長泉斎苑 
霊峰の丘」に決定／市道4155線愛称
決定「富士裾野ビクトリーロード」
障害年金を受給しているひとり親家
庭の児童扶養手当を見直し／コミュ
ニティ助成事業の活用／無線放送戸
別受信機の貸与
インフォメーション
図書館だより
救急協力医
外国人相談／裾野っ子／すこやかタ
ウン
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　「さらにレベルアップして、高校では全国大会で優
勝したいです」と話すのは、川口 青空さん。川口さ
んが所属する沼津市立沼津高等学校中等部バスケット
ボール部は、今年の１月に東京都で行われた全国
U15バスケットボール選手権に出場し、ベスト16の
成績を収めました。「コロナの影響で大会が開催され
るか不安でした。ベスト16での敗退は残念でしたが、
改めてプレーできることのありがたさを実感しました。

周りの人に感謝の気持ちでいっぱいで
す」と川口さん。他の強豪校は、外国
人選手が在籍し、チームの大きな戦力
となっています。外国人選手がいない
同部では、特定の選手に頼るプレーで
はなく各選手の持ち味を生かし、チー
ムの力を高めてきました。

　川口さんは、地区のミニバスケットボールクラブに
通う２歳上の姉に憧れ、小学校１年生の頃に競技を始
めました。「当時所属していたチームは、オフェンス
を重視するチームで、とことん攻めるバスケが楽し
かったです。これが、今のプレーの原点になっている
と思います」と話します。
　現在は中等部での部活動を引退し、高等部の部員ら
と週６日の練習に励んでいます。
「先輩たちに負けないよう、プ
レーに磨きをかけ上達したいで
す」と熱く今後の目標を語ってく
れました。

沼津市立沼津高等学校中等部
川口 青

せ い ら
空さん（15歳・中丸上）

全国U15バスケットボール選手権に出場
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